御座石

御座石は、イグサで編まれた敷物（ござ）を思わせる大きく平らな石です。

この石は、1600年代中頃、秋田藩主佐竹義隆（1609–1672）が田沢湖地域を遊覧した際、この場所に座って湖の景色を眺めたことから有名になりました。今でも同じ場所からこの深い湖が鮮やかな青色に輝く景色を眺めることができます。

1911年に自然の神秘的な雰囲気に合わせて神社が建てられました。今では、御座石神社の朱塗りの鳥居が御座石から湖岸を見渡しています。御座石神社は、永遠の美しさを追い求めた結果、龍に変身した若い女性、たつこの伝説に献じられています。伝説によると、この場所は、龍になったたつこが田沢湖の守護者として永遠に湖底で暮らすために身を投じた場所です。

